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東
南
ア
ジ
ア
期
待
の
指
導
者
だ
が

　

タ
イ
の
隣
国
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
、
ビ
ル
マ
民

族
が
68
％
を
占
め
、
残
り
は
約
50
の
少
数

民
族
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
仏
教
徒

が
約
89
％
と
い
う
珍
し
い
構
成
。

　

こ
の
国
の
政
治
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
主
要

ス
タ
ッ
フ
の
１
人
が
、
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー

チ
ー
国
家
顧
問
兼
外
相
で
、
そ
の
知
名
度

は
東
南
ア
ジ
ア
で
極
端
に
突
出
し
て
い
る
。

な
に
し
ろ
、
女
性
閣
僚
で
あ
り
、
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
受
賞
者
と
あ
れ
ば
世
界
的
に
よ

く
知
ら
れ
た
人
物
だ
。

　

そ
の
ス
ー
チ
ー
氏
が
、
去
る
９
月
19
日
、

国
内
の
少
数
民
族
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
問
題
で
演

説
し

「
民
主
主
義
を
分
か
ち
合
う
準
備

を
進
め
て
い
る
」
と
述
べ
、
ま
た

「
ラ
カ

イ
ン
州
で
起
き
て
い
る
人
権
侵
害
と
不
法

な
暴
力
」
を
非
難
し
、
平
和
的
な
手
段

で
目
指
す
考
え
を
示
し
た
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
去
る
８
月
25
日
、
ロ

ヒ
ン
ギ
ャ
の
武
装
集
団
と
治
安
部
隊
の
戦

闘
が
始
ま
っ
て
以
降
、
ス
ー
チ
ー
氏
が
こ
の

問
題
で
演
説
す
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
。

　

こ
の
国
の
人
口
は
約
５
１
４
１
万
人
、
内

少
数
民
族
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
は
約
40
万
人
に
過

ぎ
な
い
。
国
民
の
９
割
を
占
め
る
仏
教
徒
は
、

昔
か
ら
彼
ら
に
対
し
て
差
別
感
を
持
ち
、

こ
れ
に
対
し
、
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
側
は
自
身
の
武

装
組
織
「ア
ラ
カ
ン
・ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
救
世
軍
」

を
結
成
、
し
ば
し
ば
テ
ロ
行
為
に
出
て
い
る
。

　

ス
ー
チ
ー
氏
は
今
回
の
初
演
説
で
、
ロ
ヒ

ン
ギ
ャ
の
武
装
集
団
が
警
察
施
設
な
ど
を

襲
撃
し
、
治
安
部
隊
と
の
衝
突
を
激
化
、

大
量
の
住
居
が
焼
け
、
約
40
万
人
の
ロ
ヒ

ン
ギ
ャ
が
隣
国
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
へ
逃
れ
た
。

　

「
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
」
に
つ
い
て
は
、
起
源
の

諸
説
は
あ
る
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
西
部
に
は

古
く
か
ら
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
住
み
、
治
安

部
隊
に
よ
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
彼
ら
へ
の
攻

撃
や
人
権
侵
害
が
深
刻
化
、つ
い
最
近

（２

０
１
７
年
９
月
20
日
）、
ペ
ン
ス
米
副
大
統

領
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
意
を
受
け
て

「危
機
収
束
の
た
め
、
迅
速
で
強
力
な
国

連
の
行
動
を
求
め
る
」
と
述
べ
、
米
国
務

省
は
同
日
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
や
隣
国
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
で
の
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
難
民
支
援
の
た
め
、

３
２
０
０
万
ド
ル

（
約
36
円
）
の
拠
出
金

増
額
を
表
明
、
米
国
は
問
題
へ
の
関
心
の

姿
勢
を
強
め
て
い
る
。

　

ペ
ン
ス
氏
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
安

全
保
障
理
事
会
で
開
か
れ
た
平
和
維
持

活
動

（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
改
革
関
連
の
ハ
イ
レ
ベ
ル

会
合
で
演
説
し

「
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
の
安
全
な

帰
還
を
促
進
す
る
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ

ー
国
家
顧
問
兼
外
相
の
表
明
を
歓
迎
す

る
」
と
表
明
す
る
一
方
、
「
治
安
部
隊
に

暴
力
的
行
為
の
即
時
停
止
を
求
め
る
」
と

少
数
民
族
に
救
い
の
手
を

ア
ウ
ン
サ
ウ
ン
・
ス
ー
チ
ー
は
今
や
戦
う
女
性

「ノーベル平和賞」と軍事政権の狭間で苦悩するスーチー氏

P26-27海外レポ_11.indd   26 2017/10/03   10:52:12



強
気
で
自
己
演
出
の
天
才
不
動
産
王

国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

27　●月刊公論  2017．11

p. 27

述
べ
た
。
人
道
支
援
団
体
な
ど
へ
の
米
政

府
に
よ
る
拠
出
金
総
額
は
９
５
０
０
万
ド

ル
に
な
っ
た
。

「
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
」
の
効
果
は

　

治
安
部
隊

（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
の
掃
討
作

戦
に
よ
り
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
逃
れ
た
ロ

ヒ
ン
ギ
ャ
難
民
は
約
40
万
人
超
に
達
し
て

い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
米
政
権
に
対
し
て
は
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
政
府
の
働
き
か
け
が
不
充
分
と
の
指

摘
が
国
内
外
か
ら
あ
り
、
増
額
に
は
こ
う

い
っ
た
批
判
を
か
わ
す
狙
い
も
あ
り
そ
う

だ
。

　

米
国
は
ス
ー
チ
ー
氏
主
導
に
よ
る
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
民
主
化
進
展
を
評
価
す
る
姿
勢

を
維
持
し
て
お
り
、
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
危
機
を

巡
っ
て
も
暴
力
行
為
を
続
け
る
治
安
部
隊

を
政
権
と
切
り
離
し
て
批
判
し
て
い
る
。

　

去
る
９
月
19
日
の
国
連
総
会
一
般
討
論

演
説
で
は
、
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
迫
害
を

「
民
族

浄
化
」
と
断
言
す
る
批
判
が
相
次
い
だ
。

こ
れ
ら
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
ス
ー
チ
ー
氏

は
首
都
ネ
ピ
ド
ー
で
の
演
説
で

「
総
て
の

人
権
侵
害
と
違
法
な
暴
力
を
非
難
す
る
」

と
強
調
、
ま
た

「
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
の
問
題
を

平
和
的
に
解
決
す
べ
き
だ
」
と
訴
え
、
不

法
行
為
に
は
厳
し
く
対
処
す
る
方
針
も

示
し
た
。

　

し
か
し
、
「そ
う
し
た
努
力
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
我
々
は
衝
突
を
防
げ
な
か
っ
た
」

と
力
不
足
を
認
め
た
。
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
の
国

籍
を
剥
奪
し
た
国
籍
法
を
見
直
し
た
り
す

る
こ
と
を
求
め
た
諮
問
委
の
勧
告
に
つ
い
て
、

「実
現
を
堅
く
決
意
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
、
「
我
々
に
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
宗

教
的
な
信
念
や
民
族
性
、
政
治
的
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
分
裂
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

を
望
ま
な
い
」
と
訴
え
る
一
方
で
、
「ミ
ャ

ン
マ
ー
は
複
雑
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
」

と
も
つ
け
加
え
、
昨
年
３
月
に
政
権
が
発

足
し
て
か
ら

「
総
て
の
課
題
の
克
服
を
期

待
す
る
に
は
、あ
ま
り
に
も
時
間
が
短
い
」

と
、
最
後
に
理
解
を
求
め
て
席
を
離
れ
た
。

　

今
、
世
界
が
見
守
る
少
数
民
族
ロ
ヒ
ン

ギ
ャ
の
運
命
。
ス
ー
チ
ー
氏
の
願
い
が
果

た
し
て
叶
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
。

　

彼
女
の
政
治
力
を
問
う
に
当
た
っ
て
、
こ

れ
ま
で
の
生
い
立
ち
を
探
っ
て
見
る
の
も
一

計
で
あ
る
。

　

と
言
う
の
も
、
彼
女
の
背
景
に
、
若
い

時
代
か
ら
密
着
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
有

力
野
党

「
国
民
民
主
連
盟
」
（
Ｎ
Ｌ
Ｄ
）

の
存
在
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

父
親
は
第
２
次
大
戦
中
、
日
本
陸
軍
の

軍
事
訓
練
を
受
け
た
ベ
テ
ラ
ン
将
軍
。
ス

ー
チ
ー
氏
は
、
彼
の
長
女
と
し
て
教
育
を

受
け
て
育
ち
、
Ｎ
Ｌ
Ｄ
の
主
要
幹
部
と
な
っ

た
。　

　

し
か
し
、
当
時
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
は
軍

人
達
の
自
己
主
張
が
強
く
、
ス
ー
チ
ー
氏

が
目
障
り
と
な
れ
ば
自
宅
軟
禁
を
繰
り
返

し
て
彼
女
の
政
治
力
を
削
い
だ
も
の
だ
。

　

自
宅
軟
禁
、
解
放
、
再
度
の
自
宅
軟
禁

の
後
、
２
０
０
９
年
軍
政
は
彼
女
を
国
家

転
覆
防
御
法
違
反
で
起
訴
、
特
別
法
廷

は
金
庫
３
年
の
有
罪
判
決
を
言
い
渡
し
た

が
、
直
後
に
減
刑
さ
れ
自
宅
軟
禁
処
分
に

な
っ
て
い
る
。

　

ス
ー
チ
ー
氏
が
所
属
す
る
最
大
野
党
の

Ｎ
Ｌ
Ｄ
は
、
軍
の
政
治
権
益
が
憲
法
で
守

ら
れ
過
ぎ
て
い
る
と
し
て
、
憲
法
改
正
を

要
求
、
国
民
の
支
持
も
野
党
の
存
在
も
飛

び
越
し
て
ス
ー
チ
ー
支
持
に
大
き
く
傾
き

出
し
て
い
る
。

　

テ
イ
ン
・
セ
イ
ン
大
統
領
も
彼
女
へ
の
国

民
の
高
ま
る
人
気
を
改
め
て
認
識
し
、
ス

ー
チ
ー
氏
を
国
家
顧
問
兼
外
相
の
要
職
に

つ
け
、
政
治
が
直
面
す
る
課
題
の
主
要
部

分
を
彼
女
に
任
せ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。

　

東
南
ア
ジ
ア
で
は
い
ま
だ
女
性
へ
の
評
価

が
低
い
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
女
性
政
治
家
が
今

後
ど
の
よ
う
な
活
躍
を
し
、
一
国
の
存
在

を
広
く
世
界
に
知
ら
し
め
る
、
大
い
に
注

目
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。

隣国バングラデシュに逃れるロヒンギャ難民（ＵＮＨＣＲ）
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